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4.17 船舶総行動 2017 年 4 月 17 日  

08：45～霞が関で宣伝 11：00～人事院交渉 

お昼休み人事院前行動 14：00～16：30 学習交流会 

 

 

 

 

 

４月 17 日、国公船舶連絡連（東京国公、国公労連、全農林水産分会、国土交通労組などで構成）は

国公船舶職員の処遇の改善を求めて、朝の宣伝行動を皮切りに、11 時からは人事院交渉、お昼休みには

人事院前行動、午後からは、学習交流集会を行いました。お昼休みの人事院前行動では主催者を代表し

て水谷孝男東京国公議長は「船舶職員は年 180 日も家族と離れ、危険とも隣合せの中で、海の安全や海

洋資源の確保、密漁の取り締まり等々の任務についています。しかし昇任・昇格＝給与面等労働条件は

きわめて劣悪な状態と言っても過言ではない。船舶職員の状況をよく知り、国公労働者全体の運動で処

遇の改善を勝ち取ろう！そのために全力を尽くそう！」と呼びかけました。
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